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第 1章 はじめに 

























                                                  
(1) 大西愛. “3 文書館の資料アーカイブ事典”. 大阪大学出版会, 2003, p.14. 
その他にも、丑木幸男氏によって、「アーカイブズ」とは「人間が活動する過程で作成した
膨大な記録のうち、現用価値を失った後も将来にわたって保存する歴史的文化的価値があ
る記録史料」と定義されている。丑木幸男. “序 アーカイブズの科学とは”. アーカイブズの
科学(上). 国文学研究資料館, 2003, p.1-2. 
(2) 高橋実. “自治体史編纂と文書館”. 自治体史編纂と史料保存. 岩田書院, 1997, p.17. 
(3) 高野修. “文書館と地域史編纂”. 地域文書館論. 岩田書院, 1995, p.125. 
(4) 高野修. “市史編纂から文書館へ―藤沢市文書館の事例―”. 地域文書館論. 岩田書院, 1995, 
p.107-122. 藤沢市では『藤沢市史』編纂が契機となって藤沢市文書館が設立された。  
(5) 高橋実. “史料の保存と活用―文書館構想―”. 自治体史編纂と史料保存. 岩田書院, 1997, 
p.72. 































                                                                                                                                                  
1995, p.138-139. 
(7) 奥村弘. “史料保全活動から見た現代都市社会の歴史意識と歴史学の課題”. 日本史研究. 
1997, (416), p.76.  
(8) 同上. 
(9) 同上. 
(10) 同上, p.76-77. 
(11) 坂江渉. “歴史研究と市民の歴史意識―被災地神戸での歴史資料の救済・保存活動を通じて
―”. 記録と史料. 1997, (8), p.57. 
(12) 奥村弘. “史料保全活動から見た現代都市社会の歴史意識と歴史学の課題”. 日本史研究. 
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(16) 同上, p.16. 
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p.31-41. 
(19) 同上, p.38. 
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復興を求めて. 神戸大学震災研究会. 神戸新聞総合出版センター, 1997, p.21-34. 
(24) 奥村弘. “史料保全活動から見た現代都市社会の歴史意識と歴史学の課題”. 日本史研究. 
1997, (416), p.78. 
(25) 同上, p.79. 
(26) 同上. 
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(41) 奥村弘. “「モダンな都市神戸」という虚構を超えて 都市づくりと市民の歴史意識”. 神戸の
復興を求めて. 神戸大学震災研究会. 神戸新聞総合出版センター, 1997, p.30. 































年)による論文(46) (47) (48) (49) (50)がある。阿部氏は、歴史編纂物の序文や記述等を用いて横
浜市域の歴史意識について研究を行っている。例えば、『横浜開港五十年史』(1909年)、『横
浜開港小史』(1909年)、『横浜開港側面史』(1909年)、『横浜開港五十年記念帖』(1909年)
などの横浜が開港してから 50 年が経過した年に刊行された編纂物や(51) (52)、関東大震災
                                                  
(46) 阿部安成. “開港五十年と横浜の歴史編纂－歴史叙述と歴史意識－”. 一橋論叢. 1997, 117(2), 
p.239-257.  
(47) 阿部安成. “横浜開港五十年祭の政治文化―都市祭典と歴史意識―”. 歴史学研究. 1997, 699, 
p.1-18. 
(48) 阿部安成. “横浜の震災復興と歴史意識(1923-32年)”. 日本史研究. 1998, (428), p.108-133. 
(49) 阿部安成. “横浜歴史という履歴の書法―〈記念すること〉の歴史意識”. 記憶のかたち コメ
モレイションの文化史. 柏書房, 1999, p.25-80. 
(50) 阿部安成. “始原の歴史学を批評する―想起される横浜の過去について―”. Quadrante:クァ
ドランテ:四分儀:地球・文化・位置のための総合雑誌. 2001, (3), p.77-100.  
1997～1999年までの研究をまとめている。 


























                                                                                                                                                  
『横浜開港五十年史』『横浜開港小史』『横浜開港側面史』『横浜開港五十年記念帖』を中心に
分析。 
(52) 阿部安成. “横浜歴史という履歴の書法―〈記念すること〉の歴史意識”. 記憶のかたち コメ
モレイションの文化史. 柏書房, 1999, p.25-80. 『横浜開港五十年史』、『横浜開港側面史』な
どを中心に分析。 
(53) 阿部安成. “横浜の震災復興と歴史意識(1923-32年)”. 日本史研究. 1998, (428), p.126-133. 
(54) 図説・横浜の歴史編集委員会. “ハリスと通商条約”. 図説横浜の歴史. 横浜市市民局市民情
報室広報センター, 1989, p.184. 
(55) 阿部安成. “横浜歴史という履歴の書法―〈記念すること〉の歴史意識”. 記憶のかたち コメ
モレイションの文化史. 柏書房, 1999, p.38. 
(56) 同上, p.25-80. 
(57) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 
2001, (19), p.1-36. 
(58) 松本洋幸. “1930年代の横浜市政と史蹟名勝保存”. 「大東京」空間の政治史―1920-30年代 . 
大西比呂志,梅田定宏編. 日本経済評論社, 2002, p.69-103. 
(59) 同上, p.79-80. 





























                                                  
(61) 松本洋幸. “1930年代の横浜市政と史蹟名勝保存”. 「大東京」空間の政治史―1920-30年代 . 
大西比呂志,梅田定宏編. 日本経済評論社, 2002, p.83. 
(62) 吉田律人. “関東大震災と地方史の教訓―横浜市史の編纂過程を中心に―”. 地方史活動の再
構築―新たな実践のかたち―. 地方史研究協議会編. 雄山閣, 2013, p.166-186. 
(63) 同上, p.180. 
(64) 西川武臣. “歴史資料保存・公開機関としての横浜開港資料館”. 横浜開港資料館紀要. 1998, 
(16), p.24-53. 
 佐藤孝. “横浜開港資料館の資料収集について”. 横浜開港資料館紀要. 1998, (16), p.54-63.  
(65) 吉良芳恵. “「横浜市史編纂所」と関東大震災”. 横浜開港資料館報. 1993, (40), p.11. 
(66) 横浜市史編集室. “回想のヨコハマ 座談会 横浜市史Ⅱの編集事業をふりかえって”. 市史研
究よこはま. 2004, (16), p.48-71. 

















年代 時期区分 主な歴史編纂物 資料調査活動





















1990年代以降 Ⅴ期：『横浜市史Ⅱ』編纂時期 『横浜市史Ⅱ』 『横浜市史Ⅱ』の資料調査  









































                                                  
(67) 奥村弘. “史料保全活動から見た現代都市社会の歴史意識と歴史学の課題”. 日本史研究. 
1997, (416), p.75-91.  
































第 1節 Ⅰ期：『横浜沿革誌』編纂時期 
1859(安政 6)年 6月 2日に横浜港が開港し、1889(明治 22)年には横浜市域で市制が施行
される。その後、横浜開港から約 40年後の 1892(明治 25)年に東洋社より『横浜沿革誌』
(70)が発行された。これが、横浜市域における最初の編年誌である(71)。著者は太田久好、
校閲・加筆は坂田諸遠と宮本小一が行っている。太田久好は、1862(文久 2)年に神奈川奉
行所に奉職した人物で、1887(明治 20)年に退職し、その後当時 45 歳で『横浜沿革誌』を
                                                  
(70) 太田久好. 横浜沿革誌. 太田久好, 1892, 284p. 



























第 2節 Ⅱ期：『横浜開港五十年史』編纂時期 
1909(明治 42)年は、横浜港の開港から 50年が経過した年である。横浜開港 50周年を記
念し、横浜市域ではいくつかの歴史編纂物が刊行されている。 
                                                  
(72) 横浜市中央図書館開館記念誌編集委員会. 横浜の本と文化 別冊. 横浜市中央図書館. 1994, 
p.12. 
(73) 江戸幕府は慶応年間(1865-67年)に、『通信全覧』として、1859(安政 6)年および 1860(万
延元)年の外交文書を編集した。『続通信全覧』は、1871(明治 4)年『通信全覧』の体裁にな
らい、外務省で編集が始められた。 
横浜市役所. “あとがき”. 横浜市史 資料編 3. 横浜市役所, 1964, p.1. 
(74) 横浜市中央図書館開館記念誌編集委員会. 横浜の本と文化 別冊. 横浜市中央図書館. 1994, 
p.12. 
(75) 太田久好. “例言”. 横浜沿革誌. 太田久好, 1892. 
(76) 同上. 
(77) 同上. 
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(81) 肥後龍. “自序”. 横浜開港五十年史 上巻. 横浜商業会議所, 1909, p.2. 
(82) 同上. 
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第 3章 歴史編纂物から見る横浜市域の歴史意識 
第 1節 歴史編纂物の序文分析 
横浜市域で編纂された歴史編纂物と、その編纂に関わる資料調査結果がまとめられた資
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(134) 横浜市史編集室. “『横浜市史Ⅱ』の記録”. 市史研究よこはま. 2004, (16), p.83. 
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第 3項 Ⅲ期：『横浜市史稿』編纂時期 
Ⅲ期の序文分析は、『横浜復興録』(1925年)、『横浜市震災誌』(1926-1927年)、『横浜史
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前述したように、横浜復興録編纂所によって発行されているので、小池德久はその関係の人
物と考えられるが、詳細は管見の限り不明である。 
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第 4項 Ⅳ期：『横浜市史』編纂時期 
  Ⅳ期は、『横浜歴史年表』(1951-1953 年)、『横浜市史』(1958-1982 年)、『横浜市史料所
在目録』(1979-1992年)の序文を対象として分析を行った。『横浜市史料所在目録』につい
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には、「大正 12 年(1923)の関東大震災で古き良き横浜は灰じんに帰し、2 万人以上の市民
が亡くなるという大きな被害を受けました。昭和に入ると、恐慌によって生糸を中心とし
た横浜経済は大打撃を受け、さらに、昭和 20年(1945)5月 29日の大空襲は 4千人近い死
者が出るという悲惨なものでした。戦後は、日本占領の中心に位置付けられ、そのため港
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員会, 1989, p.1. 
(181) 横浜市教育委員会. “はじめに”. 横浜開港 150周年記念小学生用副読本 わたしたちの横浜. 
横浜市教育委員会, 2009. 
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メモレイションの文化史. 柏書房, 1999, p.38. 
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(1)材料の収集に 3年、完成までに更に 2年、計 5年が必要である 
(2)横浜及び開港の歴史を主眼とすれば安政年間から記述すればよいが、鎌倉幕府の
「要塞」としての金川町を控えている関係上、余程古くから筆を起す必要がある 
                                                  
(185) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 
2001, (19), p.1-36. 
(186) 吉田律人. “関東大震災と地方史の教訓―横浜市史の編纂過程を中心に―”. 地方史活動の
再構築―新たな実践のかたち―. 地方史研究協議会編. 雄山閣, 2013, p.166-186. 
(187) 大西一郎. “序”. 横浜市史稿 索引. 横浜市役所, 1933, p.1. 
(188) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 
2001, (19), p.8. 





部」へ 2人、筆耕 2人を置く方針 
その後、編纂体制を整えた堀田は資料調査・収集活動に着手する。具体的には、大蔵省・
内務省・外務省および神奈川県の、横浜開港(1859 年)当時から 1907(明治 40)年までの旧
記録文書の収集・謄写を行っていたという(190)。つまり、この時の調査は、横浜開港とそ
れ以降の行政記録を中心に収集していたとみられる。また翌年には、維新史料編纂局、市
内 20ヶ所の資料調査を行い、謄写したものは約 500点に達していた(191)。 















を参照する(198)。1927(昭和 2)年 2 月までに調査された資料の写本全 1359 冊のうち、461
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2001, (19), p.11. 
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(194) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 
2001, (19), p.20-21. 各年度の「事務報告書」より。 
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(197) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 
2001, (19), p.23. 































目録は全 7 冊あり、そのうち 1950(昭和 25)年に刊行された『横浜史料目録』には、五
                                                  
(199) 横浜開港資料館. 横浜開港資料館資料総覧. 横浜開港資料館, 2006, p.79-80. 
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(203) 横浜歴史年表編纂室. “編集後記”. 横浜歴史年表. 横浜市, 1951, p.458. 

















同じく 1952(昭和 27)年に『横浜史料目録第 2輯 横浜名家著述目録第 1編』、1953(昭和
2)年に『横浜史料目録第 3 輯 横浜名家著述目録第 2 編』が刊行される。第 2 輯は近世、
第 3 輯は近世および明治初期を対象とし、各名家の著述を目録化しているものである(210) 
(211)。 
また、1953(昭和 2)年には『横浜史料目録第 4輯 堤文書目録』が出されている。堤芳正
氏所蔵文書(磯子区磯子町)のうち、石鹸関係文書および證文類を除いた簿冊約 1000冊が目
録化されている(212)。さらに、同 1953(昭和 2)年には、『横浜史料目録第 5 輯 横浜錦絵目
録』も出されており、横浜開港以後から明治初年にわたって出版された錦絵(横浜絵)の所
在を目録化している(213)。そして、同じく 1953(昭和 2)年に『横浜史料目録第 6輯 ペルリ
                                                  
(204) 松本洋幸. “1930年代の横浜市政と史蹟名勝保存”. 「大東京」空間の政治史―1920-30年
代 . 大西比呂志,梅田定宏編. 日本経済評論社, 2002, p.72. 
(205) 横浜市文教部生活文化課. “凡例”. 横浜史料目録. 横浜市, 1950. 
(206) 横浜開港資料館. “閲覧室でご覧になれる資料〈7〉五味亀太郎文庫”. 
http://www.kaikou.city.yokohama.jp/document/personal/gomi.html, 2013/09/17(参照). 
(207) 横浜市文教部生活文化課. “凡例”. 横浜史料目録. 横浜市, 1950, p.2. 
(208) 横浜市市民局市民課横浜開港百年史編纂室. “凡例”. 横浜史料目録第 1輯 服部文書目録. 
横浜市, 1952. 
(209) 横浜市市民局市民課横浜開港百年史編纂室. “凡例”. 横浜史料目録第 1輯 服部文書目録. 
横浜市, 1952. 
(210) 横浜市開港百年史編纂室. “はしがき”. 横浜史料目録第 2輯 横浜名家著述目録第 1編. 横
浜市市民局市民課, 1952. 
(211) 横浜市総務局総務課. “はしがき”. 横浜史料目録第 3輯 横浜名家著述目録第 2編. 横浜市
総務局総務課, 1953. 
(212) 横浜市総務局総務課. “凡例”. 横浜史料目録第 4輯 堤文書目録. 横浜市, 1953. 



























以上の観点から、全体を次の 5巻に分け、第 1巻から順次刊行していくことにした。 
第 1巻 開港以前 
第 2巻 開港～明治初期(港都誕生および形成期) 
第 3巻 明治前期(港都成立期)  
                                                  
(214) 横浜市総務局総務課. 横浜史料目録第 6輯 ペルリ渡来以降横浜関係洋書目録稿. 横浜市, 
1953. 
(215) 横浜歴史年表編集室. “編集後記”. 横浜歴史年表. 横浜市, 1951, p.458. 
(216) 横浜歴史年表編集室. “編集後記”. 横浜歴史年表. 横浜市, 1951, p.458. 
(217) 同上. 
(218) 近藤裕子. “第 3章 横浜市史編集事業”. 歴史資料の保存と公開. 文書館研究会,横浜開港資
料館編. 岩田書院, 2003, p.88. 
(219) 同上. 
(220) 横浜市. “あとがき”. 横浜市史第 1巻. 横浜市, 1958, p.1-2. 「基本方針」を引用。 
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第 4巻 明治後期～大正期(港都発展期) 



























                                                  
(221) 横浜市. “あとがき”. 横浜市史第 1巻. 横浜市, 1958, p.2. 
(222) 横浜市. “付表 横浜農村明細帳”. 横浜市史第 1巻. 横浜市, 1958, p.1-35. 
(223) 西川武臣. “第 1章 横浜市域に残された歴史資料とその保存・公開施設”. 歴史資料の保存
と公開. 文書館研究会,横浜開港資料館編. 岩田書院, 2003, p.65. 
(224) 『横浜市史』資料編の全巻の書誌事項は、本稿末の「参考文献リスト」に掲載する。 
(225) 横浜市. 横浜市史 資料編 1. 横浜市, 1960, 669p. 
(226) 『横浜市史』の資料編 7～15(1970-1975年)に収録されている。書誌事項は、本稿末の「参
考文献リスト」を参照。 
(227) 神奈川県史編集委員会. “座談会 神奈川県史をめぐって”. 神奈川県史研究. 1968, (1), p.40. 



























1968-1983 年)として目録化されている。横浜市内の調査については 1969(昭和 44)年に調
査を行い(233)、その結果を『神奈川県史資料所在目録』の第 26 集(緑区)(234)、第 29 集(港
北区)(235)、第 30集(中区・西区・神奈川区)(236)、第 31集(鶴見区)(237)、第 32集(保土ヶ谷
                                                  
(229) 小松郁夫. “『神奈川県史』編集の特徴について”. 関東近世史研究. 2010, (68), p.62. 
(230) 神奈川県史編集委員会. “神奈川県史参考資料”. 神奈川県史研究 別冊. 1984, p.190. 
(231) 神奈川県史編集委員会. “神奈川県史参考資料”. 神奈川県史研究 別冊. 1984, p.190. 
「基本方針」を引用。 
(232) 神奈川県史編集委員会. “座談会 神奈川県史の編集を終えて”. 神奈川県史研究 別冊. 1984, 
p.40. 
(233) 酒井敬一. “序”. 神奈川県史資料所在目録 第 26集 横浜市緑区. 県史編集室, 1971. 
(234) 県史編集室. 神奈川県史資料所在目録 第 26集 横浜市緑区. 県史編集室, 1971, 104p. 
(235) 県史編集室. 神奈川県史資料所在目録 第 29集 横浜市港北区. 県史編集室, 1971, 318p. 




区・旭区)(238)、第 41集(金沢区・磯子区)(239)、第 44集(戸塚区・瀬谷区)(240)、第 47集(補
遺 1)(241)として刊行している。 
その後、以上のようにして行われた調査をベースとして、横浜市として再度資料調査が





『横浜市史料所在目録 第 1集 港北区』の「はじめに」(横浜市総務局長 西脇巖)を参照
すると、「都市化の影響により、古くは江戸時代初期から続いた住居等の改築が進み、それ
に伴って、貴重な記録である古文書等が散逸の危機に瀕しています(244)」とある。また、














第 3項 Ⅴ期：『横浜市史Ⅱ』編纂時期 
『横浜市史Ⅱ』編纂事業は、1985(昭和 60)年に開始、資料調査が行われた。『横浜市史
                                                                                                                                                  
(237) 県史編集室. 神奈川県史資料所在目録 第 31集 横浜市鶴見区. 県史編集室, 1971, 230p. 
(238) 県史編集室. 神奈川県史資料所在目録 第 32集 横浜市鶴見区. 県史編集室, 1971, 266p. 
(239) 県史編集室. 神奈川県史資料所在目録 第 41集 横浜市金沢区・磯子区. 県史編集室, 1974, 
314p. 
(240) 県史編集室. 神奈川県史資料所在目録 第 44集 横浜市戸塚区・瀬谷区. 県史編集室, 1976, 
398p. 
(241) 県史編集室. 神奈川県史資料所在目録 第 47集 補遺 1. 県史編集室, 1974, 304p. 
(242) 横浜市総務局. “凡例”. 横浜市史料所在目録 第 1集 港南区. 横浜市総務局, 1979. 
(243) 同上. 
(244) 西脇巖. “はじめに”. 横浜市史料所在目録 第 1集 港南区. 横浜市総務局, 1979. 
(245) 石井光太郎. “刊行にあたって”. 横浜史料所在目録 第 1集 港南区. 横浜市総務局, 1979. 
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Ⅱ』編集基本要綱(平成 9年 12月 1日改正)によると、編集の目的は、「平成元(1989)年の


























                                                  
(246) 横浜市史編集室. “『横浜市史Ⅱ』の記録”. 市史研究よこはま. 2004, (16), p.83. 
(247) 同上, p.83-84. 
(248) 『横浜市史資料所在目録―近・現代―』全巻の書誌事項は、本稿末の「参考文献リスト」
を参照。 
(249) 横浜市史資料室. “『横浜市史Ⅱ』の記録”. 市史研究よこはま. 2004, (16), p.75. 
(250) 西川武臣. “第 1章 横浜市域に残された歴史資料とその保存・公開施設”. 歴史資料の保存
と公開. 文書館研究会,横浜開港資料館編. 岩田書院, 2003, p.65. 
(251) 横浜市総務局横浜市史編集室. 横浜市史資料所在目録―近・現代―第 2集. 横浜市総務局, 
1989, p.1-111. 



























                                                                                                                                                  
(252) 横浜市総務局横浜市史編集室. 横浜市史資料所在目録―近・現代―第 2集. 横浜市総務局, 
1989, p.244-249. 
(253) 横浜市総務局横浜市史編集室. 横浜市史資料所在目録―近・現代―第 3集. 横浜市総務局, 
1991, p.211-249. 
(254) 横浜市総務局横浜市史編集室. 横浜市史資料所在目録―近・現代―第 8集. 横浜市総務局, 
1999, p.5-9. 
(255) 横浜市総務局横浜市史編集室. 横浜市史資料所在目録―近・現代―第 11集. 横浜市総務局, 
2002, 97p. 
(256) 横浜市史編集室. 横浜市史Ⅱ 資料編 2. 横浜市, 1990, 889,21p. 
(257) 横浜市史編集室. 横浜市史Ⅱ 資料編 4 上. 横浜市, 1993, 569p. 
 横浜市史編集室. 横浜市史Ⅱ 資料編 4 下. 横浜市, 1994, 813p. 
(258) 横浜市史編集室. 横浜市史Ⅱ 資料編 5. 横浜市, 1995, 813p. 
(259) 高村直助. “新しい市史の編集にあたって”. 市史研究よこはま. 1987, (1), p.5. 
(260) 大西比呂志. “『横浜市史Ⅱ』の頃―市政関係を中心に―”. 横浜市史資料室紀要. 2013, (3), 
p.3. 
(261) 横浜市史編集室. “回想のヨコハマ 座談会 横浜市史Ⅱの編纂事業をふりかえって”. 市史
研究よこはま. 2004, (16), p.56. 
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浜市の町名一覧」(平成 25年 10月 21日現在)(263)を参考とした。 










                                                  
(262) 「角川日本地名大辞典」編纂委員会. 角川日本地名大辞典 14 神奈川県. 角川書店, 1984. 

















が多かった。(グラフ 1・2、図 1・2を参照) 
 第 1節でも述べたように、「市史稿写本」の多くが震災後の調査(主に 1924・大正 13年














                                                  
(265) 「角川日本地名大辞典」編纂委員会. 角川日本地名大辞典 14 神奈川県. 角川書店, 1984, 
p.650. 
(266) 横浜市市民局総務部住居表示課. “「横浜」の区系図”. 横浜の町名. 横浜市市民局総務部住
居表示課, 1996, p.245. 
(267) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 
2001, (19), p.20-21. 
 吉田律人. “関東大震災と地方史の教訓―横浜市史の編纂過程を中心に―”. 地方史活動の再
構築―新たな実践のかたち―. 地方史研究協議会編. 雄山閣, 2013, p.176. 
(268) 横浜市市民局総務部住居表示課. “「横浜」町の年表”. 横浜の町名. 横浜市市民局総務部住
居表示課, 1996, p.244. 










                                                  
(270) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 






















































































図 1 Ⅲ期 所在地数の分布図 
 
図 2 Ⅲ期 資料点数(写本冊数)の分布図 
・グラフ 1・2、図 1・2における、所在地数の総数は 70ヶ所、資料点数の総数は 242冊。 
・所在地数、資料点数(写本冊数)の上位 3区域に○をしている。 
・白地図に筆者が文字・データを入力、作成した。 Craft MAP. “横浜市の地図素材(白地図)”. 
CraftMAP -日本・世界の白地図-. http://www.craftmap.box-i.net/sozai.php?no=1090_4, 
2013/11/24(参照). (影なし 553×700 Pixeを使用) 
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(271) 横浜市総務局. “凡例”. 横浜市史料所在目録 第 1集 港南区. 横浜市総務局, 1979. 
(272) 横浜市文教部生活文化課. “5. 古文書”. 横浜史料目録. 横浜市文教部生活文化課, 1950, 
p.47-54. 
(273) 横浜市文教部生活文化課. “6. 五味文庫”. 横浜史料目録. 横浜市文教部生活文化課, 1950, 
p.55-65. 
(274) 横浜市市民局総務部住居表示課. “「横浜」町の年表”. 横浜の町名. 横浜市市民局総務部住











                                                  






















































































図 3 Ⅳ期『横浜史料目録』所在地数の分布図 
 
図 4 Ⅳ期『横浜史料目録』資料点数の分布図 
・グラフ 3・4、図 3・4における、所在地数の総数は 70ヶ所、資料点数の総数は 3464点。 
・所在地数、資料点数の上位 3区域に○をしている。 
・白地図に筆者が文字・データを入力。 Craft MAP. “横浜市の地図素材(白地図)”. CraftMAP 
-日本・世界の白地図-. http://www.craftmap.box-i.net/sozai.php?no=1090_4, 2013/11/24(参






























                                                  
(276) 横浜市総務局. “解題”. 横浜市史料所在目録 第 12集 補遺編 2. 横浜市総務局, 1992. 
(277) 神奈川県史編集委員会. “座談会 神奈川県史の編集を終えて”. 神奈川県史研究 別冊. 1984, 
p.9-10. 























































































図 5 Ⅳ期『横浜市史料所在目録』所在地数の分布図 
 
図 6 Ⅳ期『横浜市史料所在目録』資料点数の分布図 
・グラフ 5・6、図 5・6における、所在地数の総数は 216ヶ所、資料点数の総数は 88746点。 
・所在地数、資料点数の上位 3区域に○をしている。 
・白地図に筆者が文字・データを入力、作成した。 Craft MAP. “横浜市の地図素材(白地図)”. 
CraftMAP -日本・世界の白地図-. http://www.craftmap.box-i.net/sozai.php?no=1090_4, 
2013/11/24(参照). (影なし 553×700 Pixeを使用) 
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(280) 市民局市民情報室. “18区のプロフィール”. 市政記録 2012年版. 横浜市, 2012, p.66. 
http://www.city.yokohama.lg.jp/shimin/shiminjoho/center/shisei/2011-203.p44-81.kuyakush
o.pdf, 2013/12/06(参照). 





























































































図 7 Ⅴ期 所在地数の分布図 
 
図 8 Ⅴ期 資料点数の分布図 
・グラフ 7・8、図 7・8における、所在地数の総数は 29ヶ所、資料点数の総数は 30816点。 
・所在地数、資料点数の上位 3区域に○をしている。 
・白地図に筆者が文字・データを入力、作成した。 Craft MAP. “横浜市の地図素材(白地図)”. 
CraftMAP -日本・世界の白地図-. http://www.craftmap.box-i.net/sozai.php?no=1090_4, 
2013/11/24(参照). (影なし 553×700 Pixeを使用) 
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第 4項 小括 






























































3区域全体 1594年 1919年  





































































































グラフ 10 Ⅲ期 資料点数上位 3区域における年代の下限 
・グラフ 9・10は、年代が分かる資料群(総数: 35)を対象として集計を行った結果である。 
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 まず、南区では「服部文書」の資料点数が最も多く、上限は 1591(天正 19)年、下限は
1904(明治 37)年だった。また、磯子区では「堤文書」の資料点数が最も多く、上限は 1595(文
















3区域全体 1591年 1930年  





                                                  
(282) 佐藤孝. “解題”. 横浜開港資料館所蔵 五味亀太郎文庫 目録. 横浜開港資料館, 1995, p.vii. 














3区域全体 1574年 1972年  
表 5 Ⅳ期『横浜市史料所在目録』資料点数上位 3区域における年代の上限・下限 
 3区域全体の年代(上限・下限)の分布をグラフで見てみると、上限は突出している年代は
見られない。天正～昭和期の年代を上限としており、幅広い年代を調査・収集していたこ
































































































グラフ 12 Ⅳ期『横浜市史料所在目録』資料点数上位 3区域における年代の下限 
・グラフ 11と 12は、年代が分かる資料群(総数: 43)を対象として集計を行った結果である。 
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3区域全体 1725年 1985年  
































































































グラフ 14 Ⅴ期 資料点数上位 3区域における年代の下限 
・グラフ 13と 14は、年代が分かる資料群(総数: 9)を対象として集計を行った結果である。 
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第 4項 小括 




















ついては概ね 1977(昭和 52)年から 1990年代まで行われており(287)、上位 3区域における
資料の下限は 1967年(瀬谷区)・1952年(金沢区)・1972年(戸塚区)だった。また、『横浜市
史Ⅱ』の調査は 1985(昭和 60)年以降(2002年頃までか(288))行われた。上位 3区域の資料調
査については概ね 1985(昭和 60)年から 2000年代まで行われ(289)、上位 3区域における資




                                                  
(284) 松本洋幸. “戦間期の市史編纂事業―『横浜市史稿』の編纂過程―”. 横浜開港資料館紀要. 
2001, (19), p.20-21. 
(285) 同上, p.23-24. 
(286) 横浜開港資料館. “はじめに”. 横浜市史料所在目録 補遺編 2. 横浜開港資料館, 1992. 
(287) 瀬谷区・金沢区・戸塚区の目録(2集・5集・8集)の「凡例」を参考とした。 
(288) 横浜市総務局横浜市史資料室. “凡例”. 横浜市史資料所在目録 第 12集. 横浜市総務局横浜
市史資料室. 横浜市, 2003, p.iii. 






時期区分 編纂物 目録等 上位3区域・資料調査時期 上位3区域・資料年代(下限)








































第 5章 横浜市域における歴史意識と資料保存観 





















































































                                                  
(290) 佐藤孝. “解題”. 横浜開港資料館所蔵 五味亀太郎文庫 目録. 横浜開港資料館, 1995, p.ix. 
(291) 同上, p.viii. 
(292) 同上, p.viii-ix. 





































第 4項 小括 













































表 8 歴史意識と資料調査傾向の関係性 
(第 1項～第 3項までの分析をもとに筆者が作成(294)) 













第 1項 Ⅲ期調査資料の保存状況 
Ⅲ期では、『横浜市史稿』が編纂され、その調査記録である「市史稿写本」が横浜開港





















                                                                                                                                                  
た歴史意識である。その他、各時期において、震災・恐慌・戦災・接収・都市問題などの歴史
が重要視されてきた。その歴史意識が、資料調査に影響し、特徴として表れている。 
(295) 横浜開港資料館. 横浜開港資料館資料総覧. 横浜開港資料館, 2006, p.79-80. 
(296) 横浜市の 18ある区域ごとに、同じ姓を持つ所蔵者を調査した結果。 
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(297) 西川武臣. “堤真和家文書目録”. 横浜開港資料館紀要. 横浜開港資料館, 2002, (20), p.246. 
(298) 松本洋幸氏(横浜市史資料室)が行った資料所在追跡調査による。松本氏は、『横浜市史料
所在目録』に収録されている資料群の再調査を 2004年～2009年頃に行っていた。 





















表 9 Ⅳ期『横浜市史料所在目録』収録資料の保存状況 
(松本氏による資料所在追跡調査をもとに筆者が表を作成(301)) 





























合計 29  
表 10 Ⅴ期『横浜市史資料所在目録―近・現代―』収録資料の保存状況 
(横浜市史資料室ホームページの一覧をもとに筆者が表を作成(303)) 




























(304)  例えば、最新の学校副読本にも関東大震災や戦災、接収について記述されている。 
横浜市教育委員会, 神奈川検定協議会. “目次”. わかるヨコハマ 自然・歴史・社会 横浜市立中






























                                                  
(305)  横浜市政策局政策課. “5.〈特集〉横浜のイメージ”. 平成 17年度横浜市民意識調査. 
http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/seisaku/chousa/ishiki/17/5.pdf, 2013/04/29(参照). 
(306) 寺田匡宏. “復興と歴史意識―阪神大震災記録保存運動の現在―”. 歴史学研究. 1997, (701), 
p.31-41. 
(307) 坂江渉. “阪神・淡路大震災と救済した歴史資料のその後―地域連携と活用・研究の深まり
―”. 神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター年報 LINK. 2010, (2), p.115-128. 
(308) 寺田匡宏. “復興と歴史意識―阪神大震災記録保存運動の現在―”. 歴史学研究. 1997, (701), 
p.33. 
(309) 坂江渉. “阪神・淡路大震災と救済した歴史資料のその後―地域連携と活用・研究の深まり














































































































                                                  
(311) 大国正美. “生活者の歴史意識と史料保存”. 日本史研究. 1997, (416), p.95. 
(312) 大国正美. “在野のアーキビスト論と民間所在史料をめぐって”. 名古屋大学大学文書資料
室紀要. 名古屋大学大学文書資料室, 2013, 21, p.176-178.  
(313) 大国正美. “「在野のアーキビスト論」と地域歴史遺産”. 「地域歴史遺産」の可能性. 岩田
書院, 2013, p.321-322. 
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時期区分 歴史編纂物 年代 名義 序文タイトル
開港前・開港当初と
開港後(今日)を対比








序 ○ ― ― ― 横浜開港に至るいきさつを説明。横浜の歴史だが、日本の政治史とも捉えられる。






























（タイトルなし） ― ― ― ― 『横浜開港五十年記念帖』の編纂や内容についての記述。



































序 ― ― ○ ― 開港以前の様子は記述がないが、その後の発展についての記述あり。
Ⅲ 横浜史料 1928(昭和3)年 横浜市史編纂係 諸言 ― ― ○ ―




序 ― ― ○ ― 愛市心について記述あり。
Ⅲ 横浜市史稿 索引 1933(昭和8)年
大西一郎
(横浜市長)







































序 ― ― ○ ○
Ⅳ 横浜市史 第1巻 1958(昭和33)年
平沼亮三
（横浜市長)






























刊行にあたって ― ― ○ ○ 震災・戦災の他、昭和恐慌、接収、人口増加などについて記述がある。
Ⅴ 横浜市史Ⅱ 資料編1 1989(平成元)年
細郷道一
(横浜市長)



















― ― ○ ○
震災・戦災の他、昭和恐慌、占領接収、高度成長による都市問題について記述が
ある。  
